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一
月
三
日
、
カ
ー
セ
ム
・
ソ
ラ
イ
マ
ー
ニ
（
ソ
レ
イ
マ
ニ
）・
イ

ラ
ン
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
防
衛
隊
ク
ド
ゥ
ス
部
隊
司
令
官
が
、
バ
グ

ダ
ー
ド
国
際
空
港
に
て
米
軍
の
攻
撃
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
こ
と

は
、
混
沌
と
し
て
い
た
イ
ラ
ク
の
政
治
状
況
を
、
さ
ら
に
機
能
不
全

に
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

イ
ラ
ク
は
二
〇
一
八
年
以
降
、「
イ
ス
ラ
ム
国
」（
Ｉ
Ｓ
）
と
の
戦

い
を
完
了
し
て
、疲
弊
し
た
国
家
を
立
て
直
す
べ
き
段
階
に
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
八
年
議
会
選
挙
で
の
二
大
政
党
ブ
ロ
ッ
ク
の
勢

力
拮
抗
、
親
イ
ラ
ン
勢
力
の
主
導
権
掌
握
、
既
存
政
治
勢
力
へ
の
不

満
と
諦
念
か
ら
く
る
民
衆
の
広
範
な
政
治
不
信
の
噴
出
と
、
期
待
さ

れ
た
国
家
再
建
を
裏
切
っ
て
政
府
の
統
治
機
能
は
空
転
す
る
ば
か
り

だ
っ
た
。
一
月
の
ソ
ラ
イ
マ
ー
ニ
司
令
官
の
殺
害
は
、
そ
の
混
乱
に

拍
車
を
か
け
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
後
の
国
内
政
治
の
展
開
を
振
り
返
り
、

イ
ラ
ク
政
治
の
混
乱
の
原
因
は
何
か
、
そ
こ
で
宗
派
対
立
や
対
外
関

係
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
。

戦
後
の
イ
ラ
ク
政
治
を
か
た
ち
作
る
も
の

　

二
〇
〇
三
年
の
イ
ラ
ク
戦
争
後
の
イ
ラ
ク
政
治
は
、
宗
派
、
民
族

対
立
に
よ
っ
て
彩
ら
れ
る
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
戦
後
の
議
会
政
治

に
お
い
て
多
数
派
を
握
っ
た
シ
ー
ア
派
と
そ
こ
か
ら
排
除
さ
れ
た
ス

ン
ナ
派
の
間
で
は
、
〇
六
〜
〇
七
年
に
宗
派
を
理
由
と
し
た
内
戦
と

も
い
え
る
衝
突
が
各
地
で
発
生
し
た
。
Ｉ
Ｓ
の
イ
ラ
ク
国
内
で
の
台

頭
（
一
四
〜
一
七
年
）
が
、
宗
派
間
の
緊
張
を
高
め
た
こ
と
は
事
実

千
葉
大
学
教
授

酒
井
啓
子

イ
ラ
ク
戦
争
後
の
「
宗
派
・
民
族
の
ポ
ス
ト
配
分
」
が

汚
職
や
腐
敗
を
招
き
、
国
力
全
体
の
停
滞
を
生
ん
だ
イ
ラ
ク
。

Ｉ
Ｓ
と
の
闘
い
の
の
ち
、
政
治
改
革
を
求
め
た
動
き
は
、

ク
ド
ゥ
ス
部
隊
司
令
官
の
米
軍
に
よ
る
殺
害
後
抑
え
込
ま
れ
、

国
内
の
不
満
が
火
を
噴
く
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
。

さ
か
い　

け
い
こ　
一
九
八
二
年
東
京
大
学
卒
業

後
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
に
入
所
、
イ
ラ
ク
現

代
政
治
研
究
を
専
門
と
す
る
。
駐
イ
ラ
ク
日
本

大
使
館
専
門
調
査
員
、
東
京
外
国
語
大
学
教
授

な
ど
を
経
て
、
二
〇
一
二
年
よ
り
千
葉
大
学
大
学

院
社
会
科
学
研
究
院
教
授
、
グ
ロ
ー
バ
ル
関
係

融
合
研
究
セ
ン
タ
ー
長
。
京
都
大
学
博
士
（
地

域
研
究
）。
著
書
に『
現
代
中
東
の
宗
派
問
題
』（
編

著
）
な
ど
。

翻
弄
さ
れ
る
イ
ラ
ク

—
—

イ
ラ
ク
戦
争
後
の
展
開
と
イ
ラ
ン
と
の
微
妙
な
関
係
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だ
ろ
う
。

　

し
か
し
よ
り
深
刻
な
問
題
は
、
宗
派
、
民
族
間
対
立
に
対
処
す
る

た
め
と
し
て
導
入
さ
れ
た
「
宗
派
・
民
族
ご
と
の
ポ
ス
ト
配
分
制
」

（
ム
ハ
ー
サ
サ
）で
あ
る
。
米
軍
は
イ
ラ
ク
直
接
統
治
時
代
に
、宗
派
、

民
族
の
人
口
比
率
に
応
じ
た
統
治
制
度
を
導
入
し
た
。
イ
ラ
ク
国
内

の
諸
政
党
は
こ
れ
に
反
対
し
つ
つ
も
、
結
果
的
に
同
様
の
ポ
ス
ト
配

分
方
式
を
踏
襲
し
た
の
で
あ
る
。
大
統
領
に
は
ク
ル
ド
人
、
首
相
は

シ
ー
ア
派
、
国
会
議
長
に
は
ス
ン
ナ
派
と
い
っ
た
ポ
ス
ト
分
け
が
定

着
し
た
。

　

能
力
や
職
歴
、
専
門
性
と
は
無
関
係
に
任
命
さ
れ
る
大
臣
や
次
官

は
、
そ
の
ポ
ス
ト
を
利
用
し
て
自
派
へ
の
利
益
配
分
を
行
い
、
い
た

る
と
こ
ろ
に
汚
職
、
腐
敗
が
蔓
延
し
た
。
政
治
の
公
正
性
を
推
進
す

る
国
際
的
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
ト
ラ
ン
ス
ペ
ア
レ
ン
シ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
」
が
公
表
す
る
一
九
年
の
イ
ラ
ク
の
「
政
治
的
公
正
性
」
は
、

一
〇
〇
点
中
二
〇
点
、
世
界
一
八
〇
ヵ
国
中
一
六
二
位
で
あ
る
。

　

民
主
化
の
面
で
い
え
ば
、
〇
五
年
以
降
選
挙
は
実
施
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
選
挙
が
民
意
を
反
映
し
た
政
権
の
樹
立
を
生
ん
だ
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
多
く
の
政
党
は
、選
挙
後
頻
繁
に
連
立
を
組
み
直
し
、

事
後
的
に
第
一
党
と
な
っ
て
首
相
ポ
ス
ト
を
獲
得
す
る
方
法
が
横
行

し
て
い
る
。
連
立
組
み
換
え
の
結
果
、
棚
ぼ
た
式
に
首
相
を
二
期
務

め
る
こ
と
と
な
っ
た
ヌ
ー
リ
ー
・
マ
ー
リ
キ
ー
は
、
一
一
年
以
降
ス

ン
ナ
派
の
有
力
政
治
家
を
次
々
に
逮
捕
し
た
り
、
親
族
登
用
や
資
源

の
バ
ラ
マ
キ
に
よ
る
自
派
の
基
盤
固
め
を
進
め
る
な
ど
、
宗
派
対
立

と
政
治
腐
敗
が
深
刻
化
し
た
。

　

一
方
で
、
社
会
経
済
的
状
況
の
悪
化
も
深
刻
だ
っ
た
。
一
六
年
に

は
一
五
％
を
超
え
る
成
長
率
を
記
録
し
た
も
の
の
、
一
七
年
以
降
は

マ
イ
ナ
ス
成
長
か
ら
抜
け
出
せ
て
い
な
い
。
世
界
銀
行
に
よ
れ
ば
、

貧
困
線
以
下
の
生
活
を
送
る
人
々
の
数
が
全
人
口
に
占
め
る
比
率

は
、
一
二
年
時
点
で
イ
ラ
ク
は
中
東
の
な
か
で
ジ
ブ
チ
、
イ
エ
メ
ン

に
次
い
で
第
三
位
と
高
い
。
失
業
率
は
、
一
一
年
以
降
ほ
ぼ
八
％
程

度
で
推
移
し
て
い
る
が
、
不
完
全
雇
用
は
そ
の
倍
、
さ
ら
に
ニ
ー
ト

の
若
者
は
全
人
口
の
三
五
〜
四
〇
％
に
上
っ
て
い
る
。

　

特
に
深
刻
な
の
が
、
石
油
施
設
な
ど
主
要
工
業
施
設
が
集
中
す
る

バ
ス
ラ
な
ど
の
最
南
部
地
域
で
あ
る
。
八
〇
年
代
以
降
数
々
の
戦
争

と
経
済
制
裁
で
被
害
が
集
中
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
後
も
電
力

不
足
や
給
与
支
払
い
の
遅
延
、
水
資
源
の
汚
染
な
ど
の
問
題
が
放
置

さ
れ
た
。
そ
の
た
め「
シ
ー
ア
派
な
の
に
中
央
か
ら
見
捨
て
ら
れ
た
」

と
い
っ
た
不
信
感
が
醸
成
さ
れ
、
早
い
時
期
か
ら
反
政
府
デ
モ
が
発

生
し
た
の
で
あ
る
。

親
イ
ラ
ン
系
民
兵
の
政
治
舞
台
で
の
台
頭

　

こ
う
し
た
な
か
で
起
き
た
の
が
、
Ｉ
Ｓ
の
出
現
で
あ
る
。
Ｉ
Ｓ
は
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二
〇
一
七
年
末
に
は
イ
ラ
ク
国
内
の
主
要
な
拠
点
を
失
い
、
ア
バ
ー

デ
ィ
首
相
が
勝
利
宣
言
を
行
っ
た
。
だ
が
、
Ｉ
Ｓ
自
体
の
脅
威
は
排

除
さ
れ
て
も
、
そ
れ
以
上
に
イ
ラ
ク
政
治
が
被
っ
た
深
刻
な
影
響
が

あ
っ
た
。
そ
れ
が
、Ｉ
Ｓ
対
策
の
た
め
に
徴
募
、組
織
化
さ
れ
た
「
人

民
動
員
機
構
（
Ｐ
Ｍ
Ｕ
）」
と
、
そ
の
背
景
に
あ
る
イ
ラ
ン
の
政
治

的
影
響
力
の
増
大
で
あ
る
。

　

Ｉ
Ｓ
が
イ
ラ
ク
北
・
西
部
を
制
圧
し
た
当
時
、
イ
ラ
ク
政
府
は
十

分
に
組
織
化
さ
れ
た
治
安
機
関
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。そ
の
た
め
、

シ
ー
ア
派
宗
教
界
の
呼
び
か
け
に
呼
応
し
て
、
多
く
の
義
勇
兵
が
対

Ｉ
Ｓ
防
衛
の
た
め
に
集
め
ら
れ
た
。
こ
れ
が
組
織
化
さ
れ
た
の
が
Ｐ

Ｍ
Ｕ
で
あ
る
。
だ
が
、
徴
募
に
応
じ
た
者
の
多
く
が
シ
ー
ア
派
住
民

で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
を
組
織
的
に
動
員
し
体
系
的
に
指
導
・
訓
練

し
た
の
が
民
兵
組
織
を
有
す
る
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
政
党
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
国
的
な
国
防
組
織
と
な
る
べ
き
Ｐ
Ｍ
Ｕ
は
、

結
局
シ
ー
ア
派
の
与
党
勢
力
に
よ
る
民
兵
増
強
競
争
の
場
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
か
で
も
Ｐ
Ｍ
Ｕ
を
主
導
し
た
の
が
、
バ
ド
ル
組
織
と
呼
ば
れ
る

イ
ラ
ク
・
イ
ス
ラ
ー
ム
最
高
評
議
会
（
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
）
の
元
軍
事
部
門

で
あ
っ
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
は
一
九
八
〇
年
代
に
イ
ラ
ン
に
亡
命
し
た

シ
ー
ア
派
イ
ラ
ク
人
を
組
織
化
し
て
成
立
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
政

党
で
、成
立
当
初
か
ら
イ
ラ
ン
型
の
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
を
目
指
し
た
。

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
（
八
〇
〜
八
八
年
）
中
に
フ
セ
イ
ン
政
権
下

の
イ
ラ
ク
軍
に
ゲ
リ
ラ
攻
撃
を
繰
り
返
し
て
い
た
部
隊
で
あ
り
、
旧

国
軍
解
体
後
の
イ
ラ
ク
で
最
も
実
戦
経
験
を
持
つ
組
織
で
あ
る
。

　

バ
ド
ル
組
織
の
他
に
も
、
そ
の
分
派
で
あ
る
「
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
部

隊
」
や
ダ
ア
ワ
党
イ
ラ
ク
組
織
の
民
兵
「
殉
教
者
サ
ド
ル
軍
」
な

ど
、与
党
の
民
兵
組
織
が
Ｐ
Ｍ
Ｕ
を
構
成
し
た
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、

二
〇
〇
八
年
以
降
マ
ー
リ
キ
ー
政
権
の
自
派
固
め
の
た
め
に
重
用
さ

れ
た
。
ま
た
、
〇
八
年
に
政
府
軍
と
全
面
衝
突
し
た
の
ち
に
、「
サ

ド
ル
潮
流
」
は
そ
の
民
兵
（
マ
フ
デ
ィ
ー
軍
）
を
解
体
し
た
が
、
そ

の
一
部
が
ア
サ
ー
イ
ブ
・
ア
ハ
ル
・
ル
・
ハ
ッ
ク
（
Ａ
Ａ
Ｈ
）
と
し

て
武
力
を
保
持
し
、
Ｐ
Ｍ
Ｕ
の
主
力
部
隊
と
な
っ
た
。

　

要
約
す
れ
ば
、
Ｉ
Ｓ
か
ら
の
祖
国
防
衛
の
た
め
に
急
ご
し
ら
え
で

設
立
さ
れ
た
Ｐ
Ｍ
Ｕ
が
シ
ー
ア
派
諸
政
党
の
民
兵
勢
力
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
た
が
ゆ
え
に
、
一
四
年
以
降
政
権
内
で
こ
う
し
た
民
兵
を
有

す
る
勢
力
が
、
政
治
的
、
軍
事
的
発
言
力
を
高
め
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
問
題
は
、
一
八
年
の
議
会
選
挙
の
結
果
で
露
呈
し
た
。
戦
後

こ
れ
ま
で
、
最
高
で
七
五
％
、
最
低
で
も
六
〇
％
と
い
う
高
投
票
率

を
誇
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
五
月
に
実
施
さ
れ
た
議
会
選
挙
で
は

五
〇
％
を
切
っ
た
。
投
票
の
結
果
、
第
一
党
と
な
っ
た
連
立
ブ
ロ
ッ

ク
は
、
サ
ド
ル
潮
流
と
イ
ラ
ク
共
産
党
の
連
立
す
る
「
サ
ー
イ
ル
ー

ン
」
だ
っ
た
が
、
そ
れ
に
肉
薄
す
る
形
で
第
二
党
と
な
っ
た
「
フ
ァ
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タ
フ
」
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｕ
に
そ
の
民
兵
を
提
供
し
た
シ
ー
ア
派
イ
ス
ラ
ー

ム
主
義
政
党
が
中
心
を
占
め
る
連
立
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
図
は
、

一
八
年
選
挙
で
主
要
な
選
挙
ブ
ロ
ッ
ク
が
擁
立
し
た
候
補
者
の
性
格

を
分
析
し
た
も
の
だ
が
、
こ
こ
か
ら
わ
か
る
サ
ー
イ
ル
ー
ン
と
そ
の

他
の
政
党
と
の
差
異
は
、
サ
ー
イ
ル
ー
ン
が
擁
立
し
た
の
が
、
中
央

に
も
地
方
に
も
政
治
経
験
の
な
い
、
換
言
す
れ
ば
政
治
腐
敗
に
ま
み

れ
て
い
な
い
候
補
者
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
国
内
の
シ
ー
ア
派
貧
困

層
お
よ
び
若
年
層
に
支
持
基
盤
を
持
つ
サ
ド
ル
潮
流
の
勝
因
は
、
そ

の
体
制
か
ら
の
距
離
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
Ｉ
Ｓ
後
の

イ
ラ
ク
政
治
に
お
い
て
は
、
貧
困
層
を
代
表
し
て
体
制
派
の
政
治
エ

リ
ー
ト
を
批
判
す
る
勢
力
（
サ
ー
イ
ル
ー
ン
）
と
、
Ｉ
Ｓ
と
の
闘
い

で
力
を
つ
け
た
民
兵
集
団
（
フ
ァ
タ
フ
）
が
、
勢
力
を
拮
抗
さ
せ
る

形
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

サ
ー
イ
ル
ー
ン
と
フ
ァ
タ
フ
の
関
係
に
は
、
そ
れ
以
外
に
も
重
要

な
対
立
点
が
内
包
さ
れ
て
い
た
。
イ
ラ
ン
と
の
関
係
で
あ
る
。
フ
ァ

タ
フ
は
、
主
軸
た
る
バ
ド
ル
組
織
の
来
歴
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
全

面
的
に
イ
ラ
ン
に
指
導
、
支
援
を
依
存
す
る
親
イ
ラ
ン
組
織
の
集
ま

り
で
あ
る
。
特
に
Ｐ
Ｍ
Ｕ
は
、
対
Ｉ
Ｓ
作
戦
展
開
に
お
い
て
常
に
イ

ラ
ン
の
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
防
衛
隊
に
指
導
を
仰
い
だ
。
そ
の
指
導
に

当
た
っ
た
の
が
一
月
に
殺
害
さ
れ
た
ソ
ラ
イ
マ
ー
ニ
で
あ
り
、
一
緒

に
殺
害
さ
れ
た
ア
ブ
・
マ
フ
デ
ィ
・
ム
ハ
ン
デ
ィ
ス
は
Ｐ
Ｍ
Ｕ
の
副

司
令
官
で
あ
っ
た
。

　

他
方
サ
ー
イ
ル
ー
ン
、
特
に
サ
ド
ル
潮
流
は
、
反
米
姿
勢
を
貫
く

と
と
も
に
イ
ラ
ン
と
も
距
離
を
置
い
て
、
イ
ラ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス

ト
を
謳
い
文
句
に
し
て
き
た
。
他
の
シ
ー
ア
派
の
政
党
と
異
な
り
、

サ
ド
ル
潮
流
は
一
貫
し
て
国
内
で
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
た

め
、
Ｐ
Ｍ
Ｕ
と
そ
れ
を
支
援
、
指
導
す
る
イ
ラ
ン
の
影
響
力
の
増
大

に
は
、
批
判
的
な
姿
勢
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

2018選挙における各連立ブロック候補者の傾向

年齢の若さ

学歴の高さ
専門的職業

部族的背景

地方自治体での
経験あり

出所：選挙結果により筆者作成

中央政府での
経験あり

サーイルーン
ファタフ
ナセル（アバーディ派）
SLC（マーリキー派）
ワタニーヤ（アッラーウィ派）
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反
政
府
デ
モ
の
拡
大
と
ソ
ラ
イ
マ
ー
ニ
殺
害
の
影
響

　

Ｉ
Ｓ
後
に
増
大
し
た
イ
ラ
ン
の
影
響
力
に
対
す
る
反
感
が
、
国
民

の
間
で
明
確
に
表
さ
れ
た
の
は
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
に
始
ま
っ

た
反
政
府
デ
モ
隊
と
政
府
治
安
組
織
の
衝
突
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

「
一
〇
月
革
命
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
反
政
府
活
動
は
、
賛
同
者
の
多
く

が
貧
し
い
若
年
層
の
シ
ー
ア
派
住
民
で
あ
る
点
で
、
一
四
年
以
前
に

見
ら
れ
た
よ
う
な
ス
ン
ナ
派
に
よ
る
反
政
府
暴
動
と
一
線
を
画
し
て

い
た
。
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
政
治
不
信
が
、
宗
派
、
民
族
に

か
か
わ
り
な
く
一
気
に
爆
発
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

デ
モ
隊
の
要
求
は
、
政
治
体
制
の
抜
本
的
な
変
革
で
あ
り
、
あ
く

ま
で
も
国
内
マ
タ
ー
を
対
象
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
前
述
し
た
Ｐ

Ｍ
Ｕ
由
来
の
治
安
機
関
の
攻
撃
に
よ
り
デ
モ
隊
の
死
傷
者
が
続
出
す

る
と
、
そ
の
背
景
に
あ
る
イ
ラ
ン
に
批
判
の
矢
が
向
け
ら
れ
た
。
首

都
バ
グ
ダ
ー
ド
で
の
反
政
府
活
動
で
は
、外
国
の
介
入
を
危
惧
し
て
、

米
、
イ
ラ
ン
な
ど
特
定
の
外
国
を
こ
と
さ
ら
に
刺
激
し
な
い
よ
う
な

ス
ロ
ー
ガ
ン
、
運
動
方
針
が
立
て
ら
れ
て
い
た
が
、
シ
ー
ア
派
聖
地

の
ナ
ジ
ャ
フ
、
カ
ル
バ
ラ
で
は
、
イ
ラ
ン
領
事
館
が
襲
撃
さ
れ
る
な

ど
、
露
骨
な
暴
力
が
散
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
流
れ
を
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
過
大
評
価
し
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
二
〇
年
一
月
の
ソ
ラ
イ
マ
ー
ニ
に
対
す
る
空
爆
の
の
ち
、

ポ
ン
ペ
オ
国
務
長
官
は
、
イ
ラ
ク
人
が
そ
の
殺
害
の
報
に
歓
喜
し
て

い
る
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
つ
ぶ
や
い
た
。

　

だ
が
、
こ
の
攻
撃
は
デ
モ
隊
の
求
め
る
抜
本
的
改
革
に
は
真
逆
の

効
果
を
持
っ
た
。
米
軍
の
直
接
の
攻
撃
と
そ
の
後
予
想
さ
れ
る
米
・

イ
ラ
ン
対
立
の
激
化
に
よ
っ
て
、四
分
五
裂
し
て
い
た
政
権
内
部
が
、

権
力
の
座
を
失
う
ま
い
と
む
し
ろ
団
結
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ム
ハ
ン

デ
ィ
ス
の
死
は
、
イ
ラ
ン
に
と
っ
て
イ
ラ
ク
で
最
も
使
い
勝
手
の
い

い
手
駒
を
失
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
イ
ラ
ク
政
権
全
体
か
ら
反

イ
ラ
ン
風
潮
を
一
掃
し
た
と
い
う
点
で
は
、
さ
ほ
ど
の
損
失
で
は
な

い
。
む
し
ろ
米
軍
の
攻
撃
に
よ
っ
て
、
デ
モ
隊
に
対
す
る
イ
ラ
ク
政

府
の
認
識
が
、
イ
ラ
ン
を
刺
激
し
米
政
権
を
「
誤
解
」
さ
せ
る
厄
介

な
も
の
と
い
う
認
識
に
変
わ
り
、
よ
り
鎮
圧
行
動
を
激
化
さ
せ
る
契

機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
が
、
サ
ド
ル
潮
流
の
デ
モ
隊
に
対
す
る
態
度
の
転
換
で

あ
っ
た
。
デ
モ
隊
を
支
え
て
き
た
の
は
、
サ
ド
ル
潮
流
の
支
持
基
盤

と
同
じ
く
、
体
制
派
主
流
か
ら
外
れ
た
貧
困
層
、
若
年
層
で
あ
っ

た
。
よ
っ
て
サ
ド
ル
潮
流
は
、
基
本
的
に
「
一
〇
月
革
命
」
を
支
持

し
利
用
す
る
姿
勢
を
と
っ
て
き
た
。
サ
ド
ル
潮
流
は
、
選
挙
で
第
一

党
を
確
保
し
な
が
ら
も
、
そ
の
後
他
の
親
イ
ラ
ン
派
と
の
間
で
多
数

派
工
作
に
成
功
し
た
フ
ァ
タ
フ
に
主
導
権
を
取
ら
れ
劣
勢
に
あ
っ
た

た
め
、
デ
モ
隊
の
政
府
批
判
は
利
用
価
値
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
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ろ
う
。

　

だ
が
、
ソ
ラ
イ
マ
ー
ニ
殺
害
は
、
政
権
内
全
体
に
、
対
米
追
随
を

控
え
、
ま
た
イ
ラ
ン
へ
の
哀
悼
と
同
情
を
表
さ
ざ
る
を
得
な
い
、
と

い
う
了
解
を
生
ん
だ
。
ソ
ラ
イ
マ
ー
ニ
殺
害
で
反
米
姿
勢
を
強
め
た

サ
ド
ル
潮
流
に
と
っ
て
、
デ
モ
隊
の
リ
ベ
ラ
ル
さ
、
世
俗
性
は
有
害

と
映
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
サ
ド
ル
潮
流
は
一
月
二
七
日
に

デ
モ
隊
へ
の
支
援
停
止
を
宣
言
、
二
月
に
入
る
と
一
斉
に
デ
モ
隊
へ

の
攻
撃
を
開
始
し
た
。
サ
ド
ル
潮
流
が
、
支
持
基
盤
で
あ
る
若
年
層

を
代
弁
す
る
よ
り
も
政
権
与
党
の
一
角
と
し
て
の
地
位
保
全
を
選
ん

だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
権
内
に
反
政
府
の
声
を
す
く
い
取
る
政
党
が

つ
い
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

デ
モ
隊
に
鉄
槌
を
下
し
た
の
ち
に
政
府
は
、
ア
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
元
首

相
の
従
弟
で
元
通
信
相
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
の
首
相
任

命
で
合
意
、
政
権
の
立
て
直
し
を
は
か
っ
た
。
米
政
権
と
友
好
な
関

係
を
維
持
す
る
ア
ッ
ラ
ー
ウ
ィ
元
首
相
の
縁
故
者
が
選
ば
れ
た
と
い

う
点
に
、
一
定
の
対
米
配
慮
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
だ
が
、
そ

の
新
首
相
候
補
も
一
ヵ
月
後
に
は
早
々
に
辞
退
を
表
明
し
、
政
権
の

空
転
は
ま
す
ま
す
出
口
が
見
え
な
い
。
た
だ
親
イ
ラ
ン
民
兵
勢
力
に

よ
る
政
界
支
配
が
、
実
態
と
し
て
定
着
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

二
〇
一
九
年
一
〇
月
の
反
政
府
デ
モ
の
活
発
化
は
、
戦
後
の
イ
ラ

ク
政
治
の
諸
問
題
を
打
破
す
る
契
機
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
大
き

な
出
来
事
だ
っ
た
。
冒
頭
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
イ
ラ
ク
の
戦
後
政

治
は
十
分
に
民
主
主
義
が
育
つ
前
に
利
益
配
分
体
制
が
確
立
さ
れ
、

そ
れ
を
前
提
と
し
た
戦
後
政
治
支
配
層
に
よ
る
権
力
独
占
が
政
治
の

腐
敗
を
生
ん
で
い
た
。
Ｉ
Ｓ
登
場
以
降
は
、そ
う
し
た
構
造
の
上
に
、

イ
ラ
ン
の
影
響
力
を
背
景
に
し
た
民
兵
由
来
の
政
治
勢
力
が
加
わ
っ

た
。
こ
の
構
造
を
一
か
ら
見
直
す
大
転
換
が
必
要
だ
、
と
主
張
し
た

の
が
、「
一
〇
月
革
命
」
の
若
者
た
ち
で
あ
る
。
も
は
や
宗
派
や
民

族
間
の
対
立
で
は
な
い
、
政
体
そ
の
も
の
を
問
題
視
す
る
国
民
全
体

か
ら
の
批
判
で
あ
る
。

　

デ
モ
隊
を
鎮
圧
し
政
治
改
革
の
契
機
を
失
っ
た
こ
と
で
、
イ
ラ
ク

に
お
け
る
支
配
層
と
国
民
の
乖
離
を
埋
め
る
道
は
当
面
閉
ざ
さ
れ
た

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
ま
で
、
イ
ラ
ク
の
政
権
は
ア
ル
カ
ー

イ
ダ
や
Ｉ
Ｓ
な
ど
の
国
際
テ
ロ
組
織
の
存
在
を
理
由
に
、
政
治
改
革

を
棚
上
げ
に
し
て
き
た
。
今
で
は
そ
れ
は
「
米
・
イ
ラ
ン
間
の
対
立

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
」と
い
う
警
戒
感
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
る
。

二
月
以
降
は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
蔓
延
も
加
わ
っ
た
。

　

改
革
の
棚
上
げ
が
続
く
こ
と
で
、
絶
望
し
た
若
年
層
は
国
を
捨
て

る
か
、
あ
る
い
は
命
を
捨
て
て
自
爆
行
為
に
走
る
か
。
域
内
の
覇
権

抗
争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
と
願
っ
た
と
し
て
も
、
国
内
で
不
満

を
噴
出
さ
せ
る
偶
発
的
事
件
か
ら
一
気
に
大
き
な
紛
争
に
火
が
つ
く

危
険
性
は
、
否
定
で
き
な
い
。
●




